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    第一章
1これマラキに托よりてイスラエルに臨のぞめるヱホバの言ことばの重負おもになり 2ヱホバ曰いひたまふ我われ汝なんぢらを愛あいしたり 然しかるに汝なんぢら云いふ 汝なんぢいかに我儕われらを愛あいせしやと ヱホバいふエサウはヤコブの兄あにに非あらずや されど我われはヤコブを愛あいし 3エサウを惡にくめり 且かつわれ彼かれの山やまを荒あらし其その嗣業しげふを山やま犬いぬにあたへたり 4エドムは我儕われらほろぼされたれども再ふたたび荒あれたる所ところを建たてんといふによりて萬軍ばんぐんのヱホバかく曰いひたまふ 彼等かれらは建たてん されど我われこれを倒たふさん 人ひとは彼等かれらを惡境あくきやうとよび又またヱホバの恒つねに怒いかりたまふ人民じんみんと稱となへん 5汝なんぢらこれを目めに見みて云いはん ヱホバはイスラエルの地ちに大おほいなりと 6子こは其その父ちちを敬うやまひ僕しもべはその主しゆを敬うやまふ されば我われもし父ちちたらば我われを敬うやまふこと安いづくにあるや 我われもし主しゆたらば我われをおそるること安いづくにあるや なんぢら我わが名なを藐視あなどる祭司さいしよと萬軍ばんぐんのヱホバいひたまふ 然しかるに汝曹なんぢらはいふ我儕われら何いかに汝なんぢの名なを藐視あなどりしやと 7汝なんぢら汚けがれたるパンをわが壇だんの上うへに獻ささげしかして言いふ我儕われら何いかに爾なんぢを汚けがせしやと 汝曹なんぢらヱホバの臺だいは卑いやしきなりと云いひしがゆゑなり 8汝なんぢら盲目めくらなる者ものを犠牲いけにへに獻ささぐるは惡あしきに非あらずや 又また跛足あしなへなるものと病者やめるものを獻ささぐるは惡あしきに非あらずや 今いまこれを汝なんぢの方伯つかさに獻ささげよ されば彼かれなんぢを悦よろこぶや 汝なんぢを受納うけいるるや 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 9請こふ汝なんぢら神かみに我われらをあはれみ給たまはんことをもとめよ これらは凡すべて汝なんぢらの手てになれり 彼かれなんぢらを納いれんや 萬軍ばんぐんのヱホバこれを言いふ 10汝なんぢらがわが壇だんの上うへにいたづらに火ひをたくこと無なからんために汝なんぢらの中うち一人ひとり扉とびらを閉とづる者ものあらまほし われ汝なんぢらを悦よろこばず 又またなんぢらの手てより獻物ささげものを受うけじと萬軍ばんぐんのヱホバいひ給たまふ 11日ひの出いづる處ところより沒いる處ところまでの列國くにぐにの中うちに我わが名なは大おほいならん 又また何處いづこにても香かうと潔きよき獻物ささげものを我わが名なに獻ささげん そはわが名な列國くにぐにの中うちに大おほいなるべければなりと萬軍ばんぐんのヱホバいひ給たまふ 12しかるになんぢら之これを褻けがしたり そは爾曹なんぢらはヱホバの臺だいは汚けがれたり また其その果みすなはちその食物かては卑いやしと云いへばなり 13なんぢらは又また如何いかに煩勞わづらはしきことにあらずやといひ且かつこれを藐視いやしめたり 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 又またなんぢらは奪うばひし物もの跛足あしなへたる者もの病やめる者ものを携たづさへ來きたれり 汝なんぢらかく獻物ささげものを携たづさへ來きたればわれ之これを汝なんぢらの手てより受うくべけんや ヱホバこれをいひ給たまへり 14群むれの中うちに牡をすあるに誓ちかひを立たてて疵きずあるものをヱホバに獻ささぐる詐僞者いつはりものは詛のろはるべし そは我われは大おほいなる王わうまた我わが名なは列國くにぐにに畏おそれらるべきなればなり 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ
  


  
    第二章
1祭司さいし等らよ今いまこの命令いひつけなんぢらにあたへらる 2萬軍ばんぐんのヱホバいひたまふ汝等なんぢらもし聽ききしたがはず又またこれを心こころにとめず我わが名なに榮光さかえを歸きせずばわれ汝なんぢらの上うへに詛のろひを來きたらせん 又またなんぢらの祝福めぐみを詛のろはん われすでに此これ等らを詛のろへり 汝なんぢらこれを心こころにとめざりしに因よりてなり 3視みよ我われなんぢらのために種たねをいましめん また糞ふんすなはち汝なんぢらの犠牲いけにへの糞ふんを汝なんぢらの面かほの上うへに撒まきちらさん 汝なんぢらこれとともに携たづさへさられん 4わが此この命令いひつけをなんぢらに下くだし與あたふるは我わが契約けいやくをしてレビに保たもたしめんためなるを汝なんぢら知しるべし 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 5わが彼かれと結むすびし契約けいやくは生命いのちと平安へいあんとにあり 我わがこれを彼かれに與あたへしは彼かれに我われを畏おそれしめんが爲ためなり 彼かれわれを懼おそれわが名なの前まへにをののけり 6眞理まことの法おきて彼かれの口くちに在ありて不義ふぎその口唇くちびるにあらず 彼かれ平安へいあんと公義こうぎをとりて我われとともにあゆみ又また多おほくの人ひとを不義ふぎより立たち歸かへらせたりき 7夫それ祭司さいしの口唇くちびるに知識ちしきを持もつべく又また人ひと彼かれの口くちより法おきてを諮詢たづぬべし そは祭司さいしは萬軍ばんぐんのヱホバの使者つかひなればなり 8しかるに汝なんぢらは道みちを離はなれ衆多おほくの人ひとを法おきてに躓礙つまづかせレビの契約けいやくを壞やぶりたり 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 9汝なんぢらは我わが道みちを守まもらず法おきてをおこなふに當あたりて人ひとに偏かたよりし故ゆゑにわれも汝なんぢらを一切すべての民たみの前まへに輕かろめられまた賤いやしめられしむ 10我儕われらの父ちちは皆みな同一ひとつなるにあらずや われらを造つくりし神かみは同一ひとつなるにあらずや 我儕われら先祖せんぞ等たちの契約けいやくを破やぶりて各々おのおのおのれの兄弟きやうだいにいつはりを行おこなふは何なんぞ 11ユダは誓約ちかひにそむけり イスラエル及およびエルサレムの中なかには憎にくむべき事こと行おこなはる すなはちユダはヱホバの愛あいしたまふ聖所せいじよを褻けがして他神あだしかみの女むすめをめとれり 12ヱホバこれをおこなふ人ひとをば主しゆなるものをも事つかふる者ものをもヤコブの幕屋まくやよりのぞきたまはん 萬軍ばんぐんのヱホバに獻物ささげものをささぐるものにてもまた然しかり 13つぎに又またなんぢらはこれをなせり 即すなはち涙なみだと泣なきと歎なげきとをもてヱホバの壇だんをおほはしめたり 故ゆゑに彼かれもはや獻物ささげものを顧かへりみずまたこれを汝なんぢらの手てより悦よろこび納いれたまはざるなり 14汝なんぢらはなほ何故なにゆゑぞやと言いふ そは是これはヱホバ汝なんぢとなんぢの若わかき時ときの妻つまの間あひだにいりて證あかしをなしたまへばなり 彼かれはなんぢの伴侶とも汝なんぢが契約けいやくをなせし妻つまなるに汝なんぢ誓約ちかひに背そむきてこれを棄すつ 15ヱホバは只ただ一ひとつを造つくりたまひしにあらずや されども彼かれにはなほ靈みたまの餘あまりありき 何故なにゆゑにひとつのみなりしや 是こは神かみを敬虔うやまふの裔すゑを得えんが爲ためなりき 故ゆゑになんぢら心こころに謹つつしみその若わかき時ときの妻つまを誓約ちかひにそむきて棄すつるなかれ 16イスラエルの神かみヱホバいひたまふ われは離縁りえんを惡にくみまた虐遇しへたげをもて其その衣ころもを蔽おほふ人ひとを惡にくむ 故ゆゑに汝なんぢら誓約ちかひにそむきて妻つまを待遇あしらはざるやう心こころにつつしむべし 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 17なんぢらは言ことばをもてヱホバを煩勞わづらはせり されど汝なんぢら言いふ 何いかにわづらはせしやと 如何いかにとなればなんぢら凡すべて惡あくをなすものはヱホバの目めに善よしと見みえかつ彼かれに悦よろこばると言いひ また審判さばきの神かみは安いづくにあるやといへばなり
  


  
    第三章
1視みよ我われわが使者つかひを遣つかはさん かれ我わが面かほの前まへに道みちを備そなへん また汝なんぢらが求もとむるところの主しゆすなはち汝なんぢらの悦樂よろこぶ契約けいやくの使者つかひ忽然たちまちその殿みやに來きたらん 視みよ彼かれ來きたらんと萬軍ばんぐんのヱホバ云いひたまふ 2されど其その來きたる日ひには誰たれか堪たへえんや その顯著あらはるる時ときには誰たれか立たちえんや 彼かれは金きんをふきわくる者ものの火ひの如ごとく布晒ぬのざらしの灰汁あくのごとくならん 3かれは銀ぎんをふきわけてこれを潔きよむる者もののごとく坐ざせん 彼かれはレビの裔すゑを潔きよめ金銀きんぎんの如ごとくかれらをきよめん 而しかして彼等かれらは義ぎをもて獻物ささげものをヱホバにささげん 4その時ときユダとエルサレムの獻物ささげものはむかし日ひの如ごとく又また先さきの年としのごとくヱホバに悦よろこばれん 5われ汝なんぢらにちかづきて審判さばきをなし巫術者うらなひしやにむかひ姦淫かんいんを行おこなふ者ものにむかひ僞いつはりの誓ちかひをなせる者ものにむかひ傭人やとひびとの價金あたひをかすめ寡婦やもめと孤子みなしごをしへたげ異邦人ことくにびとを推抂おしまげ我われを畏おそれざるものどもにむかひて速すみやかに證あかしをなさんと萬軍ばんぐんのヱホバ云いひたまふ 6それわれヱホバは易かはらざる者ものなり 故ゆゑにヤコブの子等こらよ汝なんぢらは亡ほろぼされず 7なんぢら其その先祖せんぞ等たちの日ひよりこのかたわが律例おきてをはなれてこれを守まもらざりき 我われにかへれ われ亦またなんぢらに歸かへらん 萬軍ばんぐんのヱホバこれを言いふ 然しかるに汝なんぢらはわれら何なににおいてかへるべきやと言いへり 8ひと神かみの物ものをぬすむことをせんや されど汝なんぢらはわが物ものを盗ぬすめり 汝なんぢらは又また何なににおいて汝なんぢの物ものをぬすみしやといへり 十分ぶんの一および獻物ささげものに於おいてなり 9汝なんぢらは呪詛のろひをもて詛のろはる またなんぢら一切すべての國人くにびとはわが物ものをぬすめり 10わが殿みやに食物しょくもつあらしめんために汝なんぢら什一じふいちをすべて我わが倉くらにたづさへきたれ 而しかして是これをもて我われを試こころみわが天てんの窓まどをひらきて容いるべきところなきまでに恩澤めぐみを汝なんぢらにそそぐや否いなやを見みるべし 萬軍ばんぐんのヱホバこれを言いふ 11我われまた噬食かみくらふ者ものをなんぢらの爲ために抑おさへてなんぢらの地ちの產物さんぶつをやぶらざらしめん 又またなんぢらの葡萄ぶだうの樹きをして時ときのいたらざる前まへにその實みを圃はたけにおとさざらしめん 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 12又また萬國ばんこくの人ひとなんぢらを幸福さいはひなる者ものととなへん そは汝なんぢら樂たのしき地ちとなるべければなり 萬軍ばんぐんのヱホバこれをいふ 13ヱホバ云いひたまふ 汝なんぢらは言詞ことばをはげしくして我われに逆さからへり しかるも汝なんぢらは我儕われらなんぢらにさからひて何なにをいひしやといへり 14汝なんぢらは言いへらく神かみに服事つかふることは徒然いたづらなり われらその命令いひつけをまもりかつ萬軍ばんぐんのヱホバの前まへに悲かなしみて歩あゆみたりとて何なにの益えきあらんや 15今いまわれらは驕傲たかぶるものを幸福さいはひなりと稱となふ また惡あくをおこなふものも盛さかんになり 神かみを試こころむるものすらも救すくはると 16その時ときヱホバをおそるる者もの互たがひに相あひかたりヱホバ耳みみをかたむけてこれを聽ききたまへり またヱホバを畏おそるる者ものおよびその名なを記憶おぼゆる者もののためにヱホバの前まへに記念おぼえの書ふみをかきしるせり 17萬軍ばんぐんのヱホバいひたまふ 我われわが設まうくる日ひにかれらをもて我わが寳たからとなすべし また人ひとの己おのれにつかふる子こをあはれむがごとく我われ彼等かれらをあはれまん 18その時とき汝なんぢらは更さらにまた義者ただしきものと惡あしきものと神かみに服事つかふるものと事つかへざる者ものとの區別わかちをしらん
  


  
    第四章
1萬軍ばんぐんのヱホバいひたまふ 視みよ爐ろのごとくに燒やくる日ひ來きたらん すべて驕傲者たかぶるものと惡あくをおこなふ者ものは藁わらのごとくにならん 其そのきたらんとする日ひ彼等かれらを燒やきつくして根ねも枝えだものこらざらしめん 2されど我わが名なをおそるる汝なんぢらには義ぎの日ひいでて昇のぼらん その翼つばさには醫いやす能ちからをそなへん 汝なんぢらは牢をりよりいでし犢こうしの如ごとく躍跳おどらん 3又またなんぢらは惡あく人にんを踐ふみつけん 即すなはちわが設まうくる日ひにかれらは汝なんぢらの脚あしの掌うらの下したにありて灰はひのごとくならん 萬軍ばんぐんのヱホバこれを言いふ 4なんぢらわが僕しもべモーセの律法おきてをおぼえよ すなはち我わがホレブにてイスラエル全體ぜんたいのために彼かれに命めいぜし法度のりと誡命いましめをおぼゆべし 5視みよヱホバの大おほいなる畏おそるべき日ひの來きたるまへにわれ預言者よげんしやエリヤを汝なんぢらにつかはさん 6かれ父ちちの心こころにその子女こどもの心こころを慈おもはせ 子女こどもの心こころにその父ちちをおもはしめん 是こは我わが來きたりて詛のろひをもて地ちを撃うつことなからんためなり
  

OEBPS/Images/cover00015.jpeg
BIGR BiaE

v 7xE

BARERGS
|

A V=7
DVAT L ERAAT I = 0





OEBPS/Text/nav.xhtml

  
    Guide


    
      		contents


      		Cover


    


  
  
    Table of contents


    
      		目次


      		第一章


      		第二章


      		第三章


      		第四章


    


  


